
議事概要 

第 9回 APBONウェブセミナー 

 

1. 日時：2021年 9月 9日 

15:00-17:00（日本時間）  

 

2. 会場及び参加者 

場 所：Webexミーティングルーム（オンライン） 

参加者：7か国から 19名（うち参加者 15名、事務局より 4名） 

司会者：村岡裕由（岐阜大学） 

 

3. アジェンダ 

オープニングセッション：APBON事務局（生物多様性センター・根上氏）  

・開会挨拶  

・第 9回ウェブセミナーへの参加への謝意 

・会議の際の注意事項及びアジェンダの提示 

・司会者の紹介 

 

発表１: Dr. Alice Hughes (Xishuangbanna Tropical Botanical Garden, Chinese Academy 

of Sciences) 

"The importance of OneHealth to people and biodiversity" 

 

発表概要 

本セッションでは、Dr. Alice Hughesによる「OneHealth」の人体及び生物多様性への重要

性に関する発表が行われた。報告では、「OneHealth」の定義に言及した後、昨今の新型コ

ロナウイルス感染症に限らず過去に発生した SARSやHIV等の感染症のパンデミックの大

半は人と動物の共通感染症であり、その点を踏まえた感染拡大やリスクの軽減への考察が

必要であるとされた。コウモリとアナグマと結核菌、コウモリとヘンドラウイルスなどの例

を通して感染流出の経路も紹介され、それが野生生物、人間と家畜、ウイルスの間の相互作

用に由来することから、種と環境のつながりを理解する「OneHealth」アプローチが非常に

重要であり、特に野生動物と家畜との接点として直接の接触や寄生虫、体液の流出などのリ

スクも考慮する必要があると述べた。また、例えばコウモリ由来の CoV は珍しいものでは

ないが、人間への感染は非常に稀であるため、どのような時期にどのような経路で感染が起

こるのか、コウモリが外部ストレスに対しどのような反応を示すかなどの外部環境との相

互作用の分析が必要であると述べた。 



 

質疑応答  

質問：サンプルとなったコウモリは何種くらいで、どこで採取されたものか。  

回答：所属する研究所にて採取した野生種で、そこで発見された豚流行性下痢ウイルスに関

しては豚へのウイルス伝播をコウモリが媒介している可能性もある。その中で、キク

ガシラコウモリのみがコロナウイルスを保有しており、多数の生息が確認された。ま

た、公表されていないが雲南省ではその他のコロナウイルスも発見されていることか

ら、この地域では非常に広く蔓延している状況が見て取れるため、キクガシラコウモ

リのみが特異な群というわけではない。また、約 70％の種がいまだ未分類のため、他

の研究では隠蔽種の分類を試みており、例えばコウモリにバーコードを付けるなど、

正しく同定を行うためのデータを収集している。SARS コロナウイルスの初期サンプ

ルが確認されたコウモリに関しても、当初 Rhinolophus Malayanus は間違った種と

して同定されていたが、DNAバーコードによってそれが訂正された。つまり、野生生

物と家畜等との相互作用を調べるためにはより良いデータが必要とされるというこ

とである。 

 

質問：コウモリの生息環境の破壊、飼育生物とコウモリの分布状況による相互作用の関係性

等には多くの関心が集まっていると思う。紹介された経路を媒介する三つの要素が

どれくらいの程度が感染に関係しているかは科学的にわかっておらず、三つの要素

が引き起こす否定的側面や家畜とコウモリ生息地との距離的関係、人間がコウモリ

を食する場合なども考慮した包括的な評価が必要とされると思うが、それについて

考えはあるか。 

回答：コロナウイルスの場合はまだ評価されていないが、ヘンドラウイルスやニパウイルス

に関しては直接的な相互作用が認められたため、その評価が注目されている。しかし、

評価したとされているものも実は評価になっていない。その理由として、それらは基

本的に GIS のレイヤーを被せただけで、コウモリの特殊な生態生理学的側面があま

り考慮されておらず、数カ月前に公表された論文でも、解像度の低いデータを基とし

ていたためにコウモリと家畜の相互作用が非常に単純化されていた。 

    最近の私たちの調査では種の個体群統計学に着目している。これらの種はリスク

を分散させるため、一年を通して複数の洞窟を移動するが、メスは通常出生した場所

で出産をするため、そのような個体しか一定の場所には生息せず、年間を通して各地

に分散して生息している。また、生態生理学的側面からいえば、例えば採餌期間が短

い雨季があるような場所では冬場により大きなストレスがかかるとされているため、

生息地の移動や季節性のストレスが異なった種のウイルスの負荷や感染の増加にど

のような影響をもたらしているかを調査しており、定量的な評価までは行っていな

いが、喫緊の課題だと考えている。 



    例えば村でコウモリを食べて育ったとして、大都市の大学に入学して数年間滞在

した後でもまだ免疫を持っているだろうか。免疫力の低下のため帰省の際にコウモ

リを食べれば病気にかかってしまうかもしれない。このような要因をすべて理解す

ることが本当に重要であるが、まだ良いアイデアを持つには至っていない。また、非

常に興味深いことに、2018年、2019年の出版物でもコウモリにコロナウイルスが存

在することが記載されているが、パンデミックが起こるまでは大きく注目されてい

なかった。つまり、免疫学者やウイルス学者、そして生物多様性保全に取り組む専門

家等が互いに協力することによって、さまざまな要因が密接に関連することを理解

し、種の健康を維持するための包括的な OneHealthアプローチに取り組むことがで

きる。現在はそれぞれの分野の研究課題のみに取り組んでおり、例えばウイルス学者

はコウモリの扱い方を知らないため、彼らの生態系管理に関する知見は低いままと

なっている。 

 

質問：今後の成果に非常に期待している。報告の中にあった感染拡大プロセスの簡単なモデ

ルがあれば非常に理解しやすいが、何かモデルはあるか。 

回答：まだモデル化には至っていないが、先ほど発表の中で紹介したアフリカにおけるエボ

ラ出血熱の解析は適用可能であり、モデルの信頼性を担保するために解像度の正し

い日付を確認しデータを収集しているところではあるが、まだ十分な収集には至っ

ていない。現在の課題として、私の研究所には 42種のコウモリがいるが、隠蔽種の

増加がみられるために現在同定を急いでおり、かつ種によってリスクとプロファイ

ルが異なっているため困難となっているデータの統合にも取り組んでいる。 

 

質問：この発見や洞察をどのように概念化していくか。報告には多くの地理空間情報の活用

が見られ、その意味で APBONのみならず AOGEOとの協働によって必要なデータ

の補完が可能だと思う。今後の APBON ワークショップでもこのようなテーマも取

り上げる予定であるため、アイデアをいただきたい。 

回答：その考えに同意する。種と環境の相互作用を理解するうえで地理空間的アプローチの

活用は非常に重要であり、APBON も生態系を理解するための非常に有用なサイト

である。AOGEOとの協働でデータ等の補完をすることで、現在確認できるパターン

の根底にあるシステマティックなプロセスへの理解を深めることができると考えて

いる。多くの人が様々な現場のデータを保有しているので、そのデータのいかにして

活用するかが重要である。 

 

 

発表 2：Dr. Angela Quiros (Akkeshi Marine Station, Field Science Center for Northern  

Biosphere, Hokkaido University)  



"Blue Carbon Ecosystem Services and the social vulnerability of fishing communities." 

 

発表概要 

本セッションでは、日本、フィリピン、インドネシア共同で行われている BlueCARESプ

ロジェクトについて Dr. Angela Quirosによる発表が行われ、フィリピンのブスアンガ島の

マングローブや藻場で行われている小規模漁業の事例を通して、「ブルーカーボン」と「生

態系サービス」についての報告が行われた。始めにブルーカーボン生態系を評価するための

社会生態学的アプローチを紹介し、生態系の質及び生態系に依存するコミュニティの社会

経済的背景を評価するための方法論を「Vulnerability Criteria」というキーワードを中心と

して提示するとともに、現在進行中のプロジェクトの状況と問題点、今後の課題などを共有

した。そして、「Vulnerability Criteria」によって天然資源管理という課題に取り組みこと

は、同じく多面的な SDGs の課題解決にも資するものであり、その意味でも重要な意義を

持つと結論付けた。 

 

質疑応答 

質問：観光や社会の変化にさらされること自体がブルーカーボン生態系にとってリスクと

なることは理解したが、例えば海水温の上昇などの気候変動がブルーカーボン生態

系や地域社会の生態系サービスに影響を与える可能性について、これをリセットす

る方法について何かお考えがあるだろうか。 

回答：これまでに見てきた脆弱性研究の多くが気候変動の影響によるコミュニティ生息域

の変化に着目したもので、その影響としては海面温度の変化や嵐等の増加、潮位の上

昇など、ほとんどが物理的影響によるものであるため、それら従来の研究から考えれ

ば、例えば同じ自治体内で互いに隣接するバランガイ（村）への影響は一律であり、

海面温度や嵐の増加などの影響変数は均一のレベルと考察できるはずである。しか

し、本研究では、そのような物理的な側面よりも、観光や都市化など人間の行動様式

の変化や発展がもたらす影響について検証している。質問に回答するとすれば、ブス

アンガ島はかなり小さいため、海面水温の上昇という気候変動の影響に対しては、ブ

スアンガのすべてのバランガイに同じような影響を与えているということになるが、

もしフィリピン全土や東南アジアにおいて同様の調査を行うとしたら、海面水温な

どの影響はその観測地点によって異なってくると思う。少なくとも我々の観測サイ

トは小さなスケールの調査を行っているので、いずれにせよ皆同じような影響が観

測されると思われる。 

 

質問：この研究は人間活動全般への影響に着目しているため、意思決定者や政府に対してブ

ルーカーボン生態系保全のための情報提供を行う場合、気候変動などの物理的な影

響も含めたより総合的な知見を提供するものであり、有用であるとの印象を受けた。  



回答：このように微細なデータを大規模なデータに組み込んでいくことは有益であるとの

ご指摘には非常に同意するが、もう一つ付言するならば、本発表での重要な発見の一

つとして、このような一つの島の中でも生態系活用の質と量が異なっているという

点である。東南アジアにはさまざまな沿岸コミュニティが存在しているため一般化

することは難しいが、生体系システムの裨益については断片的であり、場所によって

異なっているという点を意思決定者に認識させるのに役立つと考えている。 

 

質問：質問の背景として、地球観測に関する政府間会合に良く参加するが、そこではいつも

現場のデータや現場の知識の重要性について議論はされるものの、結局は地球シス

テムや生態系に対する物理的な側面に関する議論に終わってしまう傾向にある。そ

の意味で、地域社会における生態系という視点に基づいたこの研究は意思決定プロ

セスにより意味のある知識を提供する可能性があると考えていた。 

回答：この種の断片的なデータは入手が難しく、実際に零細漁業者の世帯の話を聞く必要が

ある。小規模漁業の水揚げは漁業としてはほとんど目に入ってこないが、全体として

は商業漁業と同程度の漁獲高を占めている。しかし、その記録を見つけるのは非常に

難しいので、自分で出かけていって地元の人と友達になり、漁獲日誌を入手して一定

期間のデータを得る必要がある。  

 

質問：専業として漁業に従事しているのか、それとも他の生業があるのか。また、バランガ

イの漁業は健全な形で行われているのか、気候変動の影響は保護区にも及んでいる

のか。 

回答：世帯ごとのインタビューにおいて家計への漁業の貢献度について質問をした。それに

よると、漁業で収入の半分は賄っているが、小さな農場で豚や鶏も育てているし、妻

は小さな店を持っているということで、おおよそ漁業収入が 50％、農業 30〜40％そ

して 10％が副業としての商業的要素という形で生計を立てているということである。

また、沿岸部のコミュニティでは、農業や運送業、商店、水産加工等の副業などでさ

まざまな生計手段があるということが分かっている。また、コロン地域では観光業が

盛んなため家計に占める割合も高い。バランガイ自体は社会経済変数への感度が低

いため、多様な生計によって地域をみるというアプローチは非常に重要である。 

    また、回答者にはもちろん漁業専従もおり、その中でも船で漁をしている人と干潮

時に歩いて海産物を採取する人に分かれている。沿岸のコミュニティにあるバラン

ガイは漁業の領域には入っていない単なる村であり、また、ブスアンガ島の保護区は、

ほとんどがサンゴ礁域に集中しているため、現在地元政府が海草やマングローブを

対象とした保護区の整備を始めている。本調査における脆弱性評価に関しては、気候

変動などに関する変数は全てのバランガイに均一な影響を与えていると考えたため

除外しており、また、漁獲高や違法行為に関する変数も含まれていない。データの信



頼性向上のためにはそのような変数も追加した方がいいと思ったので、アイデアに

感謝する。 

 

質問：非常に繊細で多岐にわたる評価を行っているため、キーとなる提言とはどのようなも

のがここから導き出されるのか。そして、どのような形で政策決定過程に反映するこ

とになるのか。 

回答：私たちの重要な協力者でこの研究論文の共同執筆者でもある C-3 フィリピンという

NGOが実施している保全活動として、マングローブの再生と管理、複数のバランガ

イにおける地元の人たちへの研修などを実施している。次のステップとしては、私た

ちが現場に入った時に地元の政策決定者とワークショップを行い、それぞれのバラ

ンガイの脆弱性スコアを共有することです。フィリピン人は切磋琢磨をすることを

好むので、楽しみながらより前向きな提案ができるようになり、その情報を市長や知

事に伝えていく。バランガイには高校がないところもあるので、教育への投資を促し

高校や道路を建設することで隣の高校へ通いやすくするというのも大切である。

NGOは生態系保全の活動を先導していることは確かであるが、より重要なことは他

のグループとの連携を広げ、地域と国家という両方の改善を促すことが大切である。

また、データの採取の一部は地元の政策立案者や C-3 のマングローブ管理者によっ

て実施されており、漁獲日誌や現地での水揚げ記録などを活用しているので、このよ

うに地域社会と深く関わり、その結果を地域社会と共有することによって、状況を改

善する機会が増えていくのではないかと思う。 

 

一般的議論と情報交換 

-第 13回 APBON ワークショップ（10月 19日実施予定）の共有  

-第 14回 AOGEOシンポジウム（11月 10-12日実施予定）の共有 

APBON も含むすべてのタスクグループがインプットを求められており、ドラフト案を

後日村岡共同議長から提示する。 

- GEO Week 2021期間中の 11月 25日にサイドイベントを予定しており、各タスクグルー

プから 3分間のセッションが求められている。 

  



 

 

-第 13回の APBONワークショップの概要については下記の通り。  

 

 

APBON ができる貢献としては、生物多様性の視点から気候変動や災害リスク軽減の理解

の促進を図ることであり、そのために、第 14回 AOGEOシンポジウムにおけるタスクフォ

ースでの議論を深めたい。草案としては下記の通り。 

 



 

 

 

 


